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1.別 語 か多 義語 か。
「の ぞむ」 とい う動詞 はふつ う 「望 む」 とも 「臨 む」 と も書 き分 け られ る。
この2語 を別 語 とみ なすか1個 の多義語 とみ なす か は,国 語 辞典 によ って
異 な ってい る。1個 の多義語 とみ な してい る辞典 は 『新 明解 』,『角 川必携 」,
『岩波 国語』,『岩波 古語』 の4辞 典 で,あ とは別項 目扱 い を してい る。 しか
しその 中で も 『言 泉』,『新 潮 国語 」,『三 省堂』,「大 辞泉j,『 大辞林』 は語 源
的 には同語 で ある と してい る。両動 詞 は同源 とは言 いなが らそれぞ れの多義
はは っ き りと二種類 に分 かれ てい る。 しか しあ る観 点 に立 てば,全 体 をひ と
つ の多義語 と見 る こ とも可能 であ る。r岩 波古語』 に従 えば,「 臨 む」 とい う
動詞 は漢字 「臨」 をノゾム と訓読 み した こ とか ら生 じた もの であ る とい うこ
とであ るか ら,当 時の 人々 は 「望 む」 と 「臨 む」 に何 らかの意味 的 な関連 性
を認 め ていた わけであ り,そ れぞれの動 詞の多義 の状況 も昔 と今 とほ とん ど
変 わ ってい ない のでs意 味 派生 が次 々に進 んで現在 の状 況 に達 した とい うわ
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けで もない。 その ようなわけで,こ こで は両動 詞が 単一の 多義 語 を構 成す る
もの と して見 て行 く。昔 の人 々は同 じ 「ノゾム」を当て なが ら も,助 詞 を 「を
望 む」,「に臨む」 とはっ き り使 い分 けてい た点 に注意 したい。
2.「 臨 む」 の意 味 派生 の過程 。
そ もそ も 「臨」 は ど うい う意味 を表 わ してい たの であ ろ うか 。 その 字解
につ いて は漢和辞典 によ り異 な る。 『字通 』 と 『新 漢和』 は 「臥+品 」 と分
解 し,〈 臥 して下界 に臨 む 〉こ とを指 す とす る。 『漢 字語 源』 は 「計+品 」の
会意 で,意 味 は 〈高 き をもって下 を視 る な り〉であ る とす る。 『岩波 新漢語』
は 「臣+人+品 」 と分 解 し,〈 人が高 い所 か ら下方 のい ろい ろの物 を見 お ろ
す 意 〉とす る。字形 の分解 の しかた は異 なるが,字 義 のほ うは結果 的 にはほ
ぼ等 しく,〈 低 い ところ を見 下 ろす 〉 と考 えて よい。 この意味 を和 語 で表 わ
そ うと して 「にのぞ む」 を当 てた もので ある。元 々 〈物 事 を求め て,遥 か遠
くまで を見 る 〉[岩 波古 語]と い う意味 であ った 「望 む」 に 「に」 を付 ける
こ とに よ り,〈 むか う;臨 席 す る 〉[岩 波古語],〈 ① 高い所 か ら低 い所 に向か
い対す る。② 統 治者 と して人民 に対 す る。③ 貴 人が下 の 人の ところへ行 く。
④ その場所 へ行 く。⑤ あ る場 合 に出会 う。 際会す る。⑥ 面 してい る。 目の前
にす る。〉[新 潮 国語]と い う意味 を表 わす こ とにな ったわけであ る。 これ ら
の意味 に添 え られ た用 例 は源氏物 語,和 泉式 部集,徒 然 草 な どか らであ り,
か な り古 くか ら認 め られ る ものであ る。 この全 体 を眺め渡 してみ る と,見 た
り移動 した り して行 く対象 が比 較 的 に近 くにあ る もの で ある こ とが分 か る。
これ は 「望 む」 の対 象が遠 くにあ るの と大 き く異 なる点で あ る。 それ は助詞
「に」 の力 に よる もので あ る と考 え ると,意 味 派生 の筋 道 を よ く理 解す る こ
とが で きる。 「に」 は古い 時代 か ら現代 に至 る までほ ぼ同 じ機 能 を保 ってお
り,《 密着 の対象 を示す》[国 広,1967:224]と い うこ とが で きる。 その対
象 は場所 ・状 態 ・物 な どであ るが,密 着 とい うこ とは,対 象 が近 くにあ って
は じめ て確 か め られ,表 現 され得 る こ とで ある。 この ように考 えて初 めて
「望 む」 と 「臨 む」 が意味 的 に派生 関係 にあ る こ とが納得 され よ う。密 着す
る物 とされ る物 との関係 は,単 なる位 置 関係 ・状態 で ある こと もあ り,密 着
に向か って移動 して行 く点 に注意 が向 け られ る場合 もある。 この静 的 と動的
な とらえ方の違 いは認知意味 論 のい ろいろな場合 に広 く認 め られる現象 であ
る。以上 の よ うに両動 詞 の意味 の派生関係 を確 かめた うえで,改 め てその意




1.〈遠 く広 が っ た空 間 ・景 色 をなが め る 〉
対象 は 「大洋,空 」 な どの広 く開 けた空 間 であ る こ とが多 く,「 遠 い,遥
かな」 とい う形容詞 が併用 され る こ ともあ る。文型:[人 が(場 所 か ら)場
所 を 望 む1。
(1)そ の墓 のあ るあ た りか ら古 めか しい礼拝 堂 の前 へ 出 る と,遠 く展 け
た 巴里 の市 街 を岡 の 上か ら望 む こ とが 出来 た。(島 崎 藤村 「エ トラ
ンゼ エ」)
(2)い ざ信 州へ!彼 女 た ちが は るか に望 む信 州 の天地 には,今 何 が待
って いるの か?(山 本茂 美 「野 麦峠」)
(3)三 階 には展望 台 が あ り,そ こか らホ テルの 庭 を越 して湖水 を望 む景
色 は,美 しい。(船 橋 聖一 「雪夫 人絵 図」)
(4)… 九六 三年七 月二 十 一日早朝,北 海道立 余 市高 等学校 の一 年生 だ っ
た私 は オ ホ ー ツ ク海 を望 む網 走 市 内 の小 高 い 丘,天 都 山 にい た 。
(毛利衛 「二 十八年後 の皆既 日食」)
僅 か なが ら 「を臨 む」 とい う用例 があ る。 これ は 「を望 む」 と 「に臨 む」
の混交表現 と解 され る。つ ま り,何 かが眺め られ る場所 で あ る とい うこ とと,
その場 所 が比較 的 に近距離 にあ る とい うこ との両方 を表 現 したい とい う気持
ちの現 われ と見 るわ けであ る。
(5)そ の頂 きに,池 を臨 んで古 び た茶室 が立 っ てい るの で あ る。(藤 原
審爾 「さきに愛 あ りて」)
(6)が,松 を抜 け,花 圃 の端 に立 っ た 白い 温室 を臨 む場 所 に出 た時,_
(野上弥生 子 「真 知子」)
「を望 む」 が裏 にか くれ てい る とす る と,「 茶室 ・場所」 が何 か を眺 め てい
る こ とにな るが,こ れ は擬 人的比喩 表現 と見 る こ とがで きる。 『計算 機』 は
「の ぞむ」 に9つ の用 法 を区別 してい るが,そ の9番 目が この用 法 に当 た り,
「山荘 は 正面 に森 を望 ん でい る」 とい う用 例 を示 して いる。
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II.〈希望 す る 〉
この意味で 用い られる文型 には幾つ かの種類 が ある。 主語 は どの文型 で も
人間で ある。
A.[人 間が 「こ と」 を望 む]
⑦ 現行 法 の ように空文化 しない こ とを望 む。(毎 日新 聞・社説)
(8)安 らか な生 を終 える こ とを望 む限 り人 はそ うで あ るの ほ か はな い。
(島木健作 「生活 の探 求」)
(9)_し か も自分 の信 じる価 値 はで きる限 り多 くの 人 々 に信 じられ てい
る もので あ るこ とを望 むので,(岸 田秀 「価値 の 多様化 と画一化」)
B.[人 間が 出来事 ・状 態 ・抽 象 名 詞 を望 む]
(10)人 間 はだ れで も安心 が ほ し く,救 い を望 む。(亀 井勝 一郎 「人間形
成」)
(1D一 見いか に成功 し,い か に幸せ に見 えて も,そ れがそ の人 の望 んだ
人生 で なけ れ ば,そ の 人 は悔 恨 か ら逃 れ る こ とが で きない。(立 花
隆 「青 春漂流」)
(12)ほ ん とうにが む しゃ らに姉 は,自 分 の望 む生活 を築 くため に・ が ん
ば り続 けたの だが,(藤 原審爾 「さきに愛 あ りて」)
(13)多 分 もう彼 にこれ以 上の愛 を望 むわけ にはいか ない だろ う。(同 上)
(14)そ して嫌 い な 人の 不幸 を望 むの は,悪 に近 い 。(武 者小 路 実 篤 「人
生 雑感」)
c.[人 間が 人 ・物 を望 む]
(15)_し か し,彼 が 嘗 て望 ん だ母 親 は決 して こん な もの で は なか っ た。
(石原慎 太郎 「化石の森」)
(16)「そ う さ。 あ れ以上 の お嫁 さん を望 ん だ って,な か なか,あ りア し
ない よ。_」(獅 子一文六 「娘 と私 」)
(17)彼 女 は,ビ ー ル よ り,日 本酒 を望 んだ。(同 上)
(18)「 お れの肌 につ け た もの を望 ん だの か」(川 口松 太郎 「新 吾十 番勝
負」)
(19)む しろs消 費者 が望 む物 を,生 産者 は作 るのです 。(毎 日新 聞,社 説)
D.[人 間 が 人間 に事 を望 む]
(20)要 す る に学校 教育 にそ ん な こ とを望 む こ とが無 理 なの だ 。(中 谷 宇
吉郎)
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(21)妻 が 主 人 に 出世 を望 む/会 社 は部 長 に問 題 の解 決 を望 ん で い る。
(日本語基本動 詞)
E.[人 間が(文)と 望 む]
「と」 の前 の部 分 は 「したい ・しよ う」 な どに終 わる欲 求 ・意図 を表 わす
文で あ る。
(22)言 い表 した い もの が内 にあ りそれ を正確 に伝 え たい と望 む ところ か
ら,文 章 の修練 が始 まる。(永 井竜 男 「正確 な文 章」)
(23)だ か らこそ,私 も見 て お きたい と望 ん だの だ。(沢 木 耕太 郎 「一瞬
の夏」)
(24)「妻 にな りたい と望 んだのか」(川 口松 太郎 「新吾 十番勝負」)
(25)m.も っ と自信 が持 て る ようにな る まで,わ た しにはか まわず にい て
ほ しい と望 むほ どです。(フ ラ ンク ・深 町真理 子訳 「ア ンネの 日記」)
(26)_そ れ はた だ一 日 もはや く一 人前 の 陶芸 家 に なろ う とい う欲 望 に支
え られ た もので,ひ たす らそれ をつ か う人 々のた め にな ろ うと望 ん
だ わけで はなか った。(藤 原 審爾 「さきに愛 あ りて」)
(27)内 面性 を失 った}陰 気臭 い,取 っつ きに くいそ の顔 は,そ の 本の著
者 た ちが 私 の 言語 活 動 に与 え よ う と望 んだ イメー ジそ の もの だ っ
た。(バ ル ト ・花輪 光訳 「撮 影 され る人」)
F.[人 間が 人 間 を役 割 に(と)/と して望 む]
この 文型 の 「に」 の あ とには文型Dに 見 られ るの と同 じrし たい ・ほ し
い」 な どの動 詞が省略 されてい る とみ る ことがで きる。
(28)象 山がお 菊 を見て深 く思 いを寄せ,い ろい ろな人 を介 して妾 に と望
ん だが駄 目だ。(子 母沢寛 「お とこ鷹」)
(29)友 人の娘 を息子 の嫁 に と望 む。(基 礎 日本語)
(30)相 手 が名 もない家 であ った な ら,基 一郎 は もちろ ん彼 を養子 に望 ん
だであ ろ う。(北 杜 夫 「楡 家の人 び と」)
(31)孫 を後 継 者 として望 む。(日 本 語基本動 詞)
(32)甥 を養 子 と して望 むC、(基礎 日本語)
4.「 臨 む」。
第2節 ですで に触 れた ように,「 臨」 の字義 は 〈高 い所 か ら低 い所 を見 下
ろす 〉で あった。その 意味 を 「に+の ぞむ」で表 わそ うと した わけで あ るが,
低 い所 は海 とか池 であ る こ とが 多 く,そ うい う場所 を見 下 ろす にはその近 く
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にい なければ な らない。 そ こか ら 〈出来事 の場所 に近づ いて行 く〉とい う意
味 が派生 した もの と考 え られる。現 在 の立場 か ら現用 の意味 の全体 を見渡す
とき,「 臨 む」 の 中心 義 は くあ る場 所の 近 くにい る;あ る場所 に近づ い て行
く〉で あ る とす る と,全 体 が うま く繋 が る よ うに思 わ れ る。 その 〈近接性 〉
を助 詞 「に」 は うま く表 わす働 きを して いる。
4.1「 臨 む」 の認 知 対 象(=現 象 素 〉。
国広(1994)以 来語 義 の 出発点 と しての外 界 の事 物 を 「現 象素」 と呼 んで
きた。 これ は言語 以前 の,認 知 的 に切 り取 られ,ま とめて把 握 され た もので
ある。 そ れをい ろいろ と異 なった角度 か ら捉 えた り,そ の一部分 に当 て る焦
点 の位 置 をず らせ た りして多 義が生 じる と考 えて きた。 この考 え方 自体 は変
わ ってい ないが,名 称 の 一部 に 「素」 とい う字 を用 い たため に,音 素,形 態
素,意 義 素 な どと同 じように,何 らかの抽 象 を加 えた もの とい う誤解 を生 じ
る恐 れが あ る ことに思 い至 り,今 回 これ を 「認知 対象」 と呼 び改 め るこ とに
した。英語 で は`cognitum'と 呼 ぶ(注1)。
「臨 む」 の 多義 を分析 す る場 合 も,そ の認 知対 象 を基 におい て考 え る と状
況 をよ く理解 す る ことが で きる と思 われ る。 それ は,小 高い所 か ら人が 海 な
り谷 間 な りを見下 ろ してい る図 であ る。それ を 「ある低 い場所 の近 くにい る」
と静 的 に捉 えるか,「 あ る低 い場 所 に近 づ く」 と動 的 に捉 え るかの 違 い は・
アスペ ク ト的認知 の違 い による。同一の動 詞で両 方の意味 を伝 える こ とは動
詞 に よ く見 られ る現象 であ る。例 えば英語 の`stand'は 文脈 に よ り,〈 立 って
い る 〉(静 的)と 〈立つ 〉(動 的)の 両方の意 味 を伝 える。以 下 に示す1の 意
味 は静 的 アスペ ク トの場 合 で,II,IIIは 動 的 アスペ ク トの場合 であ る。
「臨 む」は基本 的 には空 間的 な位置 と移動 を表 わすが,移 動 の場 合 には 〈意
図 〉の要素 が加 え られ る こ とが あ る。移動 は また時 間的 な推移 に転 義 され る
こ とが あ る。
4.2「 臨 む」 の 多 義的 意 味 。
以下 に5つ の意味 を区別 して示す が,そ の全体 は6つ の概 念 要素でい ろい
ろ に結 び合 わ され てい る と考 え られ る。結 びつ きの強 さの程 度 は場 合 に よっ
ていろい ろであ る。
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出 来 事空 間
移 動
時 間 一
態 度 医 度
「臨 む」 に関連のあ る概念要素の図
この図が表わ していることは,空 間と時間はつねに結び付いている もので
あること,「臨 む」の空間的基本義が時間義 に転用 され ること,出 来事 に参
加する人間はその場所に移動 しなければならないこと,出 来事の性 質によっ
てはある態度 をもって参加すること,あ る時点 に 「臨む」 ときはそこに時間
的移動つ まり時間の経過が含 まれること,ま たその時点の接近 にたい してあ
る態度 を持 っていること,その態度その ものが抽象 して取 り上げ られること,
などである。 ここで抽出 した概念要素はほかの動詞の場合 にも繰 り返 して現
れる可能性があると考 えられる。
1.〈場所 ・建物 な どが別の通例 低 い位 置 にあ る場所 の 近 くにあ り,そ の場 所
が見 えてい る 〉
主語 には 人間以外 の ものが来 るこ とが 多いが,そ の場 合 で も低 い場 所 は見
渡せ る よにな ってい る点 に注意すべ きであ る。 この意味 に当 たる語釈 と して
ほ とん どの国 語辞 典 は 「向い てい る。面 してい る。」 を示 して い るが不 充分
で あろ う。 この 「見 えてい る」 の部分 には元 の 「望 む」 の意 味が 反映 してい
る と見 られ る。 「岩波 国語 』 の 「臨 む」 に 「目の前 にす る」 とあ るの は この
「見 えて い る」 点 を捉 えた もの であ る。
(1)寺 は海 に臨 む崖上 にあ った。(三 島由紀夫 「金 閣寺」)
(2)数 日前,相 模 湾 に臨 む この小 さな山の 中腹 に,「 湘南 刑 務所 」 が 開
所 し,(井 上 ひ さ し 「プ ンとフ ン」)
(3)「岬 の蛍」 で は戦時 中 に満州 に渡 って辛酸 を舐 め,今 は玄 海灘 に臨
む村 の高 み の家 に一 人で暮 らす老 女が 来 し方 を語 り,胸 の 内 にわだ
か まる思 い のた け を訴 える。(毎 日新 聞,読 書)
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(4)月 が,日 本橋 通 りの 高層建 築の 上へ かか る時分 ・貝原 は今 夜 は珍 し
く新 川 河 岸 の掘 に臨 む料 理 屋 へ 小 初 を連 れ込 ん だ・(岡 本 か の子
「巴里 祭 ・河明 り」)
(5)観 覧席 の よ うに河 原 に臨 んだ斜 面 の林 の 中 に,私 は眼 を凝 ら して球
形 の懸垂物 を探 してい た。(大 岡昇平 「野 火」)
(6)低 地 を距 てて,谷 に臨 ん だ 日当 た りの い い あ る華 族 の庭 が見 えた。
(梶井基次郎 「冬 の 日」)
(7)馬 車 が海岸 に臨 んだ高 い崖 の下 まで行 くと・馬丁 はそ こで馬 を締 め
た。(島 崎 藤村 「エ トラ ンゼ エ」)
(8)港 に臨 ん だ 丘の斜面 をす っか り下 り切 る と・再 び河 口 に近 く架 け ら
れた弁天橋 に出て きた。(島 尾敏 雄 「単独旅行 者」)
(9)町 はず れ の濠 に臨 んだ ささや か な家 で・独 り住 まい には申 し分 なか
っ た。(志 賀 直哉 「濠 端 の住 まい」)
(10)少 し明 る くな ってか ら,谷 川 に臨 ん で姿 を映 して見 る と,既 に虎 と
なってい た。(中 島敦 「山 月記」)
(11)セ エ ヌ河 に臨 んで立つ錆 び黒 ず ん だ石 の建 築物 はそ こに大 寺院 と し
ての側 面 を見せ てい た。(島 崎 藤村 「エ トラ ンゼエ」)
(12)海 に臨ん で建 て られ た山津 の家 は,二 階の棟 上 げ も高 く・外側 の格
子 や柱 は赤 く塗 られ て あ り,想 像 以上 に立派 な もの で した。(石 坂
洋 次郎 「石 中先 生行状記」)
こ こで例外 的 な実例 に触 れ てお く。 「臨 む」 は必 ず 「に」 を とる と言 って
よいが,1例 だけ 「へ 臨 む」が あ る。 これ は 「に」 と 「へ」 の機 能が 一部重
なって い るた めであ る と考 え られ る。
(13)い も りだ。 まだ濡 れ ていて,そ れは いい色 を してい た。 頭 を下 に傾
斜 か ら流 れへ 臨 んで,じ っ と してい た。(志 賀 直哉 「城 の崎 にて」)
II.〈あ る重 要 な時 点 に近 づ く〉
これ は空 問的用 法 が 時 間 に転 用 され る時 空 間推 義 の例 で あ る(cf国 広,
1997:218)。 前項 の用法 で は隠れ ていた 〈移動 〉の要素が ここで現 れ る。 こ
の時点 はそ れ に近づ く本 人 に とって重 要 な意味 を持 つ もので あ りaそ の心理
にあ る圧力 を加 え る もの で あ る。 「別 れ に臨 んで」 で は別 れ の辛 さが あ り・
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「死 に臨 んで」 では死 へ の恐 怖 な どが あ る。類 義 語 と して 「に近づ く ・に当
たる」 が あ るが,こ ち らにはそ の よ うな心 理的 な圧力 は含 まれて い ない。 こ
れ は空 間的用 法で 見 られ た ところの,対 象物 が 目の 下にあ りaま か り間違 え
ば そ こに落 ちて行 く可 能性 があ る こ とが反 映 してい るので はないか と見 られ
る。
(14)生 涯 の終 りに臨 んで,自 分 を もう 一度底 の底 まで掘 り下 げ,生 涯抑
えに抑 え て きた モ チ0フ を一切 吐 き出 そ うとす る。(奥 野 健 男 「太
宰 治の 人 と文学」)
(15)そ のせ い か,彼 女 の見 せ た花 嫁 の態度 とい う ものが,一 生 の 大事 に
臨 んで,あ ま り悪 びれず,落 ちつ き と,品 位 を保 ってい るかの よ う
に私 を感動 させ た。(獅 子文六 「娘 と私 」)
(16)「 しか し,フ ラ ンス人 とい う ものは,危 窮 に臨 む となか なか見 上 げ
た ところが あ る と思 ったね。...」(横 光利 一 「旅 愁」)
(17)歴 史 を学 び,あ るい は伝 説の 中 の英雄物 語 を読 み,最 も日本 人 ら し
い人 間 は こ うい うとき ど う行 動 す るだろ うか と考 え る と,特 に危 機
に臨 ん だ よ うな場 合 に強 くなれ るの で あ る。(山 崎 正和 「エ スニ ッ
ク ・ジ ョー ク と文化 論」)
(18)そ の 中で なん らの 危害 を も感 ぜ ぬ ら し く見 え るの は,い ちば ん恐 ろ
しい運命 の淵 に臨 んでい る産 婦 と胎 児 だけ だっ た。 二つ の生命 は こ
ん こん として死 の ほ うへ眠 って行 った。(有 島武郎 「小 さき者 へ」)
III.〈あ る出来事 に参 加 す るため にその場 に移 動 す る 〉
これ は空 間的 な 「臨 む」 を動 的 な アスペ ク トで と らえた もの で あ る。こ
の場 合 には,空 間 ・時 間 ・移動 ・参 加 の 要 素が 関 与 してい る。
(19)英 国 を公 式訪 問 した天 皇,皇 后 両陛 下 はエ リザベ ス女王 主催 の公式
晩 さん会 に臨ん だ。(毎 日新 聞)
(20)が,正 式 の舞 踏会 に臨 むの は,今 夜 が初 め て で あ った。(芥 川竜之
介 「舞踏 会」)
(21)朝 早 くか らs化 粧 だの,着 付 け だの と,周 囲か ら騒 ぎ立 て られ る 日
本 の花 嫁 が,魂 の ヌ ケガ ラの よ うな放 心状 態 で,式 場 に臨 むの も,
当然 といえ るだろ う。(獅 子 文六 「娘 と私」)
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(22)キ ルギ スで は,ウ ズベ クの軍 事顧 問の増 強が 続 き,拉 致 現場 の 近 く
では,両 国の特 殊部 隊が 合同の掃 討作 戦 に臨んで い る。(朝 日新 聞)
IV.〈 あ る態 度 ・態勢 で 出来 事 に参加 す る 〉
この意味 は前項 か ら派生 した もの であ る。人 問が あ る出来事 に参加 す る と
き,場 合 に よって はあ る態度 ・態 勢が決 まってい る ことがあ る。 その方 に重
点が移 ったのが この用法 で あ る。
(23)「毎 年 丁 この独 演 会 には最高 の状態 で 臨 む よ うに してい ます。」(毎
日新聞,生 活)
(24)_橋 本竜 太郎 政権 に対 す る閣外協 力 を解 消 して,野 党 の立 場 で参 院
選 に臨む 方針 を確 認 した。(毎 日新 聞,社 説)
(25)来 年 の春 闘で,日 経 連 は これ まで以 上 に 「ベ アゼ ロ」 とい う考 え を
強め て交 渉に臨 んで くるだろ う。(同 上)
(26)与 党3党 の 問で懸案 とな っていた2大 問題 は これで片付 き・与 党 は
野党 との 国会論戦 に臨 む態勢 を整 えた こ とになる。(毎 日新 聞,社 説)
V.〈 あ る事 柄 にあ る態 度 で対 処 す る 〉
この意味 は前項Nに 繋 が った もの で,重 点 がず れた もの と見 て よい。 あ
る場所 へ の移動 の 要素 が薄 れ,心 的 な態度 に重 点が移 ってい る場合 で あ る。
その態度 は,「_で ・...をもっ て」 な どの形 で文 中 に表現 され るこ とが多 い。
これ は意味 の抽象 化の0例 とも言 え る。
(27)石 中 先 生 は,い つ も,中 腰 の 不 安 定 な格 好 で 生 活 に 臨 ん で い る 。
(石坂 洋次 郎 「石 中先生行状 記」)
(28)長 井 家 は,土 岐家 の支族 と して も最 大 の ものだ か ら,庄 九郎 が この
家 を継 いで この家 の名 にお いて美濃 の政治 に臨 む な らば,少 々の荒
療 治 もで きる であ ろ う,と 利 隆 はい うの だ。(司 馬 遼太 郎 「国盗 り
物語 」)
(29)岡 田中将 は澤 田戦訓 に拘 らず,同 じよ うな東洋 的責任 観 を もって裁
判 に臨んでい る。(大 岡昇平 「なが い旅 」)
(30)一 度 は注釈 の世話 になるの もよいが,あ とは邪 魔 になるば か りで あ
り,捨 てた ほ うが よい くらいで あ る。 いや それ くらい の覚悟 を もっ
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て書 物 に臨 ん だほ うが よい とい うの で あ る。(山 本 健 吉 「古 典 につ
い て」)
(31)私 は始 終 自分 の 力量 に疑 い を感 じ通 しなが ら原 稿 紙 に臨 んだ。(有
島武郎 「生 まれ出つ る悩 み」)
(32)「預 金 集 め に力 を入れ る時代 で は な く,郵 貯 か らの流 出資 金の吸 収
には 自然 体 で臨 む ことにな りそ うだ」(毎 日新 聞,経 済)
(33)も っ と言 えば,知 覚 に際 して私 た ちは過去 の経験 に基 づ く予 想 を も
って臨 ん で い るの であ る。(中 村雄 二 郎 「感 覚 と知 覚 が 開示 す る も
の」)
(34)あ あ,門 前 に安置せ られ た二個 の大 なる石獅 よ,よ くお まえた ちは永
い 間王宮 の正 門 を守 って くれた。 寒 い時 も暑 い時 も少 しもそ の姿 を
乱 さず に,近 づ く者の心 に権威 を持 って臨 んだ。(柳宗悦 「光化 門」)
(35)取 り組 み の甘 い ところ に対 して は一層 の リス トラな ど厳 しい姿勢 で
臨 むべ きだ。(毎 日新 聞,社 説)
(36)「特 段 の事 清が ないか ぎ り,ま さ し く極 刑 を もって 臨 むほか ない。」
(同上)
5.「 臨 む」 の 多 義体 系 。
以 上 に見 て きた ところ か ら,「 望 む」 と 「臨 む」 は意味 的 に繋が りがあ る
こ とが 明 らか となった。 さらに 「望 む」は心 理 的方 向性 とい え る 〈希望 す る 〉
とい う意味 を派生 させ てお り,「 臨 む」 は事柄 に向 か う心 理的 な方 向性 を示
す 〈あ る態度 で対 処す る 〉 とい う意味 を派生 させて い るこ と も明 らか となっ
た。そ こで両動詞 の多義 を 「具体 的 ～心 理的」 とい う軸 を中心 に して体系 化
してみ る こ とにす る。
具 体 的 心 理 的
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1.「 の び る」 の訓漢 字 。
「の び る」 につ い ては,訓 漢字 と して 「伸 」 と 「延」 の どち らを使 うか と
い う,か な りやや こ しい い問題 が あ る。 この漢字の使 い分 けはか な らず しも
安定 してい る とは言 えず,国 語 辞典 にお け る扱 い もまちまちであ る。 その扱
い は4種 類 に分 け られ る。 『大 辞林』 な どは見 だ し語 の下 に まとめ て 【伸 び
る ・延 びる】 と してい るのみで,語 義 部分 で は訓漢 字 にい っさい触 れてい な
い。 『大 辞泉 』 な どは見 だ し語 は ひ とつ であ るが,語 義 ご とに どち らの漢字
が 用 い られ るか を示 してい る。 『角 川必 携 」 な どは見 だ し語 は ひ とつ であ る
が,語 義部 分 を大 き く二分 してい る。 「三省堂 』 な どは 「伸 び る」 と 「延 び
る」 を別 見 だ しに してい る。扱 いが異 なる に して も,そ の区別が 一致 してい
れば問題 は ないわ けで あ るが,細 か く検討 してみ る と,か な らず しも一致 し
て い ない。例 え ば 「よ くの び る塗料 」 とい う場合,『 大 辞泉 』 とr三 省 堂』
は 「伸 」 を使 う と して い るが,『 学研 現 』 は 「延」 を使 うと してい る。 また
「徹 夜続 きでの びて しまっ た」 とい う時 も同 じ く前 者 は 「伸 」,後 者 は 「延」
であ る。 この例 で は手元 に も両方 の実例 があ る(cf.以 下 に示す(9>と(10))。
一方
,時 間関係 の用法 で は どの辞書 も一 致 して 「延 」 を示す。 これ はお そ ら
く 「延期」 とい う漢語 の支 えに よる もので あろ う。 この よ うな次 第で あ るの
で,以 下 で は実例 を除 き,訓 漢字 は用 い ない ことにす る。
2.「 の び る」 の 多義 。
「の び る」 の 多義 の記 述 に関 して は どの辞典 もほぼ一一致 して い る。 ただ し
用 例 の解釈 ・分類 につい ては と きに問題 が あ る。本論考 の主眼 は,多 義 の派
生 関係 を明 らか にす るこ とにあ るので,舌 辛典 に用 い られた簡単 な用例 を利 用
しなが ら,考 察 を進 めて行 くこ とにす る。
比喩 的用法 も含 め て全体 を見渡 した とき,「髪が の びる」な ど く細 い物 が長
くな る 〉とい う意味 を中心 に置 くと,全 体 が無 理 な くま とまる と考 え られ る。
1.〈細 長 い物 が長 くなる 〉「髪 ・ひげ ・草が の びる」
こ こに属す る用 例 と して 「背が の び る」 が あ り,そ れ と似 た言 い方 と し
て 「背骨 がの び る」 が あ るが,意 味 は異 な ってい る。 「背骨」 の 方 は次 のII
の用 法 に属 す る。 「鉄道 が の び る」,「バ スの路線 が の び る」 はや や比喩 的 で
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あ るが,こ こ に属 す る。
II.〈曲が っていた細長 い物が 直線状 になる 〉「背 筋 ・背骨 ・腰 がの びる」
この用 法 は意味 だ けを見 る と1と かな り異 なる。1で は長 さが変 化す るの
であ るが,IIで は長 さは変 わ らず,形 が変 わ るだけだか らで ある。 しか し意
味 論的 にい うと,両 者 は繋 が って い る。背筋 な どが 曲が って いる段 階 では全
体 は 「短 く」 見 えるがsま っす ぐにす る と 「長 く」 つ ま り 「の びて」 見 える
とい うこ とが …つ,も う一 つの理 由 は背筋 な どを 「の ば した」 結 果の 一直線
とい うの は1の 場 合 の結 果の長 い状 態 と同 じで あ る と見 て い るためで あ る。
つ ま り結 果状 態の…致 に基 づい て派生 した用 法 とい うこ とにな る。結 果状 態
が 同 じな らばその過程 は問 わ ない とい う認 知方法 を我 々 は持 って いる。 これ
は国広(1985:§5)で い う 「痕 跡 的認 知」 の一例 で あ る。 これは物 の形 や
位置 関係 を,実 際 は そ うで ない の に,変 化 や移動 の結果 で あるかの ようにみ
なす こ とをい う:「 この道 は右 に折 れてい る」,「その家 は表通 りか ら引 っ込
んでい る」 な ど。以 下に痕 跡的認 知 と解 され る実例 を示 す。形 が …直線 で あ
る こ とを強調 す るため に 「ピンと,ス っ と」 な どの副詞 が添 え られてい る点
に注 意 して頂 きたい。以 下の用例 中,(2)と(4)がIIに 属 し,あ とはすべ て
1に 属す る.
(1)眼 鏡橋 か ら真 っす ぐに伸 び た道 を歩 きなが ら,道 すが らの古 美術 店
を,私 た ちはのぞ いてみ た。(林 京子 「ギ ャマ ン ビー ドロ」)
(2)お ばあ ち ゃんは昔 は踊 りの名 手 だ ったそ うだ か ら,背 筋 が ピン と伸
びてい る。(加 藤幸 子 「夢 み る雑 草 たち」〉
(3)少 女 は 固 く しまった細 い足 とす ん な り伸 びた腕 を持 ってい る し,木
登 りもす れば野 山 も駆 け巡 る。(中 沢 けい 「僕 が僕 とい う理 由」)
(4)ス ッと伸 びた背筋}(檀 ふみ 「春の匂 い」)
(5)そ の 防波堤 は,青 い 入 り海 に一筋 に延 びてい た。
(6)ピ アニ ス トの よ うに細 く伸 び たゆ びだった。(新 田次郎 「孤 高 の人J>
(7)門 の両翼 の 土塀,卵 色 の典 雅 な土塀,門 か ら山内 へ との び る敷石 の
道,(倉 橋 由美 子 「暗 い旅」)
(8)少 しは身体 を動 か した い。 何 を しよ うか と地 図 を睨 んで,谷 に沿 っ
て延 々 と伸 びる遊 歩道 を見つ けた。(池 澤夏樹 「人 は山 に向 か う」)
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III.〈物 の表面 の しわが平 らになる 〉「しわがの び る」
これ は前項1か らの 派生 用 法 で あ り,線 的 な現 象 を面 的 な現 象 に派 生 させ
た もの で あ る。 この次 元 間 の派 生現 象 はあ とのVIIIで も見 られ る。
IV.(a)〈(ゴ ムが)長 くな った ま ま元 に戻 らな くな る 〉「ゴム テー プが の び
る」
(b)〈(麺 類 が)茄 だ り過 ぎて長 くな り弾力 を失 う〉「このそ ば はの びて
い る」
(a),(b)共 に物 が長 くなった状 態 を とらえて 「の びる」 を用 い てい るが,実 際
に意味 す る ところは,物 が弾 性を失 うこ とであ る。IIで 長 さの変化 を仲介 と
して形 の変化 を意味 したの に対 して,こ こでは長 さの変化 に よ り質の変化 を
意味 してい る。そ ば ・うどん を どんぶ りの汁 に入 れた まま長 く放置 してお く
と柔 らか くな り過 ぎて まず くなるが,そ の時 にほ ん とうに長 くな るこ とを確
認 した人が あ るか どうか知 らないが,柔 らかいの を長 くなったため と主観 的
に認知 した結 果 この用法 が生 まれ た もので あろ う。
V.〈 極 度 の疲 労 で体 力 を失 う〉「徹夜続 きです っか りの びた」
極度 に疲労 した場 合,必 ず しも横 に なって長 く見 える ような状 態 にあ る と
は限 らないが,そ うい うこ とが多いの で,そ の点 を とらえて この表現 を用 い
る もの と思 われ る。死 体 も同 じよ うな状 態 に な り得 るが,死 体 につ いて は
「の びる」 は使 えない。代 わ りに 「横 たわる」,「ころが る」 を用 い る。
(9)草 の堤 に仰 向 けに伸 びて い るけが 人 も少 な くない。(井 伏 鱒 二 「黒
い雨」)
(10)行 き倒 れ の酔 っ ぱ らいが路 上 で延 び てい る ように,絶 えず床 の上 に
転 が って宙 を見 つめ てい たウ ィリィ,(米 谷 ふみ子 「遠 来の客」)
VI.(a)〈 時 間が予 定 ・予 測 よ りも長 くな る〉「日本 人の寿 命 は大幅 にのび た」
(b)〈 出来事 の実現 が予定 よ りも先 になる 〉「事故 で 出発 がの びた」
この項 の用 法 は,基 本 の空 間的用 法 が時 間 に移 され た派生 義 の例 であ る。
(a)と(b)の 違い は,(a)が2時 点 間の時 間が連続 的 に認知 され ているの に対
して,(b)で は,予 定 の時点 と実現 の時 点の2つ の時点 だ けに焦 点が合 わ さ
れてい る ところ にあ る。 これ も言 語 に よ く見 られ る 「点 と線 」の対 立の問題
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で あ る(cf.国 広,1967:88,144;国 広,1970:ll8,249)。
VII.〈 物 の表面 を薄 くおお う粘 体 の占 める面が広 が る 〉「この ワ ックス ・ペ
ンキ ・糊 は よ くの びる」
この用 法 は粘体 について用 い られ る もので あ るが,次 の例 は 「庭 園」 につ
いて用 い られてい る。
(11)彼 は 自分 の 宏 大 な,広 々 と延 び て居 る庭 園 を見 なが ら…(菊 地 寛
「真珠 夫 人」)
これ は1次 元的 な中心義1が2次 元 に派生 した もので あ る。次 元的 な派生
の例 と して は,も う一つ3次 元 的な 「ふ とい棒」 が2次 元 的 な 「ふ とい線」
の ように用 い られ る場 合が あ る。
以上 の7つ の用法 は線 にせ よ面 にせ よ,形 の変化 に関す る もので あ ったが,
次 のVIIIとrxの 用 法で は,長 くなった物 の到達 点 に重点 が置 かれてい る点
で他 と区別 される。
VIII.〈 目的物 に手 な どが達 す る 〉「つい甘 い もの に手が の び る」
「の び る」 の主語 は 「手」,手 の延 長 であ る 「箸 」,シ ョベ ル カーの 「ア ー
ム」 な どで あ る。 この表現 は,人 間の意思 とは無 関係 に 「手」 な どがそれ 自
体 で動 くよ うに表現 してい る点 が注意 され る。 これは 日本語 に広 く見 られ る
状況 中心表現 の一 つで あ る。 そ こで は,実 際 には 人間が関 与 してい るに もか
かわ らず,人 間を背景 に押 しや って表現 しない。自分 で転居 してお いて,「今
度住 所が 変 わ りま した」 な どと言 うのが それであ る。
α2)誰 かが怒 鳴 る よ うに声 をか けるの を,櫛 ま きお藤 はあでゃ か に笑 い
返 して,又 して も白い手 が酒へ 延 びる。(林 不忘 「丹下左 膳」)
(13)平 次 の手 はサ っ と延 び てsお 鶴 の左 の 手 首 を ピ タ リ と掴 み ます 。
(野村 胡堂 「七 人の花 嫁」)
(14)そ こで いそい で もう1コ と箸 がの び るこ とになる。(開 高健 「新 しい
天体 」)
この用法 を抽象化 して 「手がのびる」 は 〈官憲の力が及ぶ 〉とい う意味が
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派 生 して い る 。
(15>十 七 万円盗 難 事件 の あ と寮母 の金原 園子が神 田署 に盗 難届 を出 した
ため,捜 査 の手がの びる と,(賀 川 乙彦 「湿原」)
(16)大 々的 な検 察 の手が伸 び る こ とは火 を見 る よ り明 らか なこ とだ った
ので,(井 上靖 「射程」)
(17)自 分 の 上 に裁 きの手 がの びる こ と,否,裁 き,ど んな形 で で も裁 き
とい う もの を思 い うかべ た こ とす らなか ったで し ょう。(武 田泰 淳
「審判」)
IX.〈 話題 な ど抽 象的 な ものが 及ぶ 〉
国語辞典 には これ に当 たる用例 が見 当た らないの で,実 例 を示 す。
(18)夜 の集 ま りの 時,話 題 は そ う した方 面 に まで伸 び る こ とが あ った。
(島木健作 「生活 の探 求」)
(19)女 は私 の書 いた もの を大抵 読 ん でい る ら しか った。 それで話 はそ ち
らの 方面 へば か り延 びてい った。(夏 目漱 石 「硝子 戸の 中」)
こうい う場 合,現 在 は 「及ぶ」 を使 うの がふ つ うで,「 の びる」 はほ とん
ど使 われ ない。
X.〈 能 力 が 向上 す る 〉「学 力が の びる/成 績 がの び る」
XI.〈 成 長 す る 〉「若 い人 は の び る」
XII.〈 数 量 が増 加 す る 〉「輸 出が の び る」 「消費 が の びる」
Xか らXIIは 抽 象的 な比喩 用法 で あ る。
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【注1】`cognitum'はOED(オ ッ クス フ ォー ド英 語 大 辞 典)に`Anobject
・fc・{pid・ri'と 定 義 さ れ て お り,一 番 最 後 の 用 例 と して 次 の もの
が あ る:1936MindXLV.182Letusnextagreetocallaα 即 吻 初
εmyterminusadquernoftheactivitycalled`experiencing'.(次 に
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